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グロム
バイザーが汚れた場合は多量の水をかけながら柔らかい布か、
スポンジで拭いてください。
バイザーは、傷つきやすいのでブラシなどの洗浄は避けてください。
バイザーの汚れがひどいときは、中性洗剤を使用してください。
酸性洗剤、アルカリ性洗剤、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの有機溶剤での
お手入れは避けてください。
またバッテリー液、ブレーキフルードがバイザーに付着しないように
してください。バイザーのプラスチックを損傷します。
ボディカバー（車体カバー）をかぶせた状態で駐車する場合は、
日陰の風通しの良い場所を選んでください。
ボディカバー（車体カバー）をかぶせて高温下に駐車しますとカバー内に
熱がこもり、バイザーが変形する場合があります。
ボディカバー（車体カバー）を使用の際は、バイザーに無理な力が
かからないものをご使用ください。
小さなものを無理にかけますと、バイザーが変形したり、
折れたりする場合がありますので注意してください。

駐車する場合は、安定した場所（路面の固い平坦地）を選んでください。

風の強い日は、風の影響を受けやすいので、スピードを控えめにして
走行してください。

バイザーの著しい傷つきや、黄変がある場合は、破損の原因になりますので
バイザーの交換を行ってください。
スクリュー、ボルト、ナットは確実に締めてください。
締付けが不確実な場合、走行中に脱落し、自分または後続車の乗員や歩行者を
死亡、または重大な傷害に至らしめる可能性が高くなります。

走行前に取り付け状態を点検し、各部のボルトが確実に締め付けられているか
確認してください。

無理に折り曲げたり、強い衝撃を加えますと破損することがありますので
注意してください。





走行前に取り付け状態を点検し、
各部のボルトが確実に締め付けられて
いるか確認してください。


